
長岡京サッカースポーツ少年団規約 

  

第１章 総 則 

  

（位置付け） 

第１条 本団は長岡京サッカークラブの組織下に運営される、小学生以下対象のスポーツ少年団

である。 

 

（名称） 

第２条 本団は、「長岡京サッカースポーツ少年団」と称する。 

（目的） 

第３条 本団は、サッカー活動および地域交流、ボランティアを通じて少年団員（以下、団員）

の心身の向上等による団員の健全育成を図るとともに、スポーツ少年団の一員として、礼儀やル

ールを重んじ、互いに協力し助け合いつつ各々の自主性や協調性を高めるなど、団体スポーツを

通じた健全なスポーツ精神の養育を目的とする。 

 

（活動） 

第４条 本団は、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。 

  （１）定期的練習 

  （２）各種対外試合（練習試合、公式戦、遠征を含む。） 

  （３）合宿 

  （４）親子親睦会 

  （５）地域ボランティア活動 

  （６）その他本団の目的達成に必要な活動 

 

（事務局） 

第５条 本団は、事務局を団長の指定する場所に置く。 

  

 

第２章 団員 

  

（団員の資格） 

第６条 本団の団員は、長岡京市の小学生児童または幼児を中心に構成され、練習その他日常の

活動に関して特に支障がないと認められ、かつ保護者においては送迎、荷物当番等の活動協力可

能であり、第３条の目的に賛同し、所定の手続きを完了した者とする。但し次に掲げる条項を満

たさない場合はこの限りではない。 



２ 四年生の九月以降、他団（日本サッカー協会登録チーム）から本団に移籍を希望する者は、

当団の団長もしくは団長が認めた代理人との面談を実施し入団の許可を得る。 

 

 

第３章 組  織 

  

（役員会） 

第７条 本団に次の役員を置き、役員会を構成する。 

  （１）団長     １名 

  （２）副団長    １名 若しくは２名 

  （３）育成会長   １名 

（４）育成会副会長 1 名 

  （５）事務局長   １名 

  （６）副事務局長   1 名 

  （７）会計監査   １名 

  （８）指導員長   １名 

（９）副指導員長   1 名 若しくは 2 名 

 

（指導員会） 

第８条 本団に次の指導員を置き、指導員会を構成する。 

  （１）指導員長          １名 

  （２）副指導員長          1 名若しくは 2 名 

  （３）学年指導マネージャー    各学年 1 名 

  （４）各学年指導員        各学年数名 

 ２ 指導員長、副指導員長、学年指導マネージャー及び指導員は、団体スポーツの指導や少年

指導に関して経験を有する者又は団員の父母若しくはＯＢのうち相当の指導力を有する

者、又は指導員会議で認められた者。 

 ３ 学年指導マネージャーは当該学年指導員から推挙される。 

 

 

第４章 役 員 等 

（役員） 

第９条 役員は総会において選出され、任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

 ２ 各役員の任務は、それぞれ次に掲げるとおりとする。 

（１）団長は、本団を代表し団活動を総理する。また、必要に応じ役員会を招集し議長とな

る。 

（２）副団長は、団長を補佐し、団長がその執務を遂行できない場合はその職務を代行する。 



（３）育成会長は、保護者の代表として運営・連絡の拠点となり、事務を執行する。 

（４）育成副会長は、育成会長を補佐し、育成会長がその執務を遂行できない場合はその職

務を代行する。 

（５）事務局長は、本団の運営に関する連絡の拠点となり、庶務全般を執行する。 

（６）副事務局長は事務局長を補佐し、事務局長がその執務を遂行できない場合はその職務

を代行する。 

（７）会計監査は、本団の資産及び経理の状況を監査し、総会において報告する。総会に出

席困難な場合は会計にその責を委任することができる。 

（８）指導員長は、本団の目的達成のために必要な指導方針を定めるとともに、基本的指導

計画を作成して指導員会等で周知する。 

（９）副指導員長は指導員長を補佐し、指導員長がその執務を遂行できない場合はその職務

を代行する。 

 ３ 本団役員は全てボランティアとし、一切の収入を得るものではない。 

 

（指導員） 

第 10条 指導員は、指導員会において推挙され決定する。 

 ２ 指導員の任務は、それぞれ次に掲げるとおりとする。 

（１）指導員長は、指導員会を代表し、練習及び試合に関する総括責任者として運営にあた

る。 

（２）学年指導マネージャーは、当該学年の活動を管理し、練習及び試合の計画調整にあた

る。また、主として、役員、及び担当学年の父母との連絡調整にあたる。 

（３）指導員は、指導員長の作成する基本的指導計画に基づき、具体的指導計画を作成し、

技術指導等を行う。 

 ３ 本団指導員、保護者リーダーは全てボランティアとし、一切の収入を得るものではない。 

 ４ 指導員は、活動するときには、貸与された被服等の服装によるものとする。 

 

 

第５章 会  議 

  

（会議） 

第 11 条 本団の会議は、総会、役員会、指導員会、保護者リーダー会とする。但し、役員会の

決定において、その他の臨時の会議を発足させることができる。 

 

（総会） 

第 12 条 総会は、原則として毎年 5月中に開催する。 

 ２ 緊急かつ重要な案件の審議のため、役員会の総意に基づき、団長が招集して臨時に総会を

開催することができる。 



 ３ 総会は、全団員の父母・指導員により構成され、本団の最高議決機関である。 

 ４ 総会は、全団員の保護者（団員一人につき 1 名）３分の１以上の出席がなければ成立しな

い。但し、委任状を提出した保護者と出席者の合計が全団員の保護者の３分の１以上の場

合はこの限りではない。 

 

（総会の議決事項） 

第 13条 総会は、次に掲げる事項を審議し議決する。 

（１）事業計画及び収支予算 

 （２）事業報告及び収支決算 

 （３）役員の選出 

 （４）その他必要な事項 

 ２ 総会での議決は、出席者の過半数をもって行う。ただし、可否同数の場合には団長が決す

る。 

 

（役員会） 

第 14条 役員会は、必要に応じて団長が招集し開催する。 

 ２ 役員会の開催に際しては、必要に応じ、指導員その他関係者の出席を求めることができる。 

 ３ 役員会に出席困難な者は委任状を提出し、役員会の決議に従う。 

４ 役員会での議決は、出席者の過半数をもって行う。ただし、可否同数の場合には団長が決

する。 

 ５ 緊急案件について役員会招集が不可能の場合には、団長、事務局長、育成会長、指導員長

の協議により決定し、執行することができる。 

 

（指導員会） 

第 15条 指導員会は指導員長が招集し、原則として毎月１回開催し、指導方針等の周知及び指

導方法等の改善を図るよう努めるものとする。 

 ２ 指導員会での議決は、出席者の２／３以上の決定をもって行う。 

 

  

第６章 会  計 

  

（会計年度） 

第 16条 本団の会計年度は、毎年４月に始まり、翌年３月に終わる。 

 

 

（経費） 

第 17条 本団の経費は、会費（団費），補助金，寄付金その他の収入をもって充てる。 



 

      学   年           会 費    

 高学年（４、５、６年生）  月額  ４，０００円  

 低学年（１、２、３年生）  月額  ３，０００円  

 未就学児童（幼稚園・保育園児）    月額  １，０００円  

  ※毎年度当初に、別途１，０００円徴収する。 

  ※2 人以上が同時に在籍する時、兄弟割引として 2 人目以降を半額で適応する。 

 ２ 入団時に別途、事務手数料（保険料・協会登録料として）２，０００円徴収する。 

 ３ 会費は、各学年保護者リーダーが所定の方法で団員より徴収し、団に納入する。 

 ４ 各学年の備品費、試合参加費、遠征費等、通常の活動に必要な経費は各学年チーム内で処

理するものとする。その為のチーム費の徴収方法については、各学年に委ねる。 

 ５ 公式戦、合宿、遠征、その他特別の行事などの場合であって、役員会において必要と認め

たときは、団よりその経費を支出する。 

  

 

第７章 入団手続き等 

  

（入会） 

第 18条 本団への入団申し込みは随時受付するものとする。 

 ２ 入団の手続きは、入団希望者及びその父母が、本団の主旨・目的や運営方法等について指

導員から十分に説明を受けた後に、入会金及び当月分の会費を添えて、入団申込書及び誓

約書を団長および育成会長あてに提出することにより完了する。 

 ３ 入団手続きの完了と同時にスポーツ傷害保険に強制的に加入する。 

 

（休会） 

第 19条 傷病その他正当な理由により、１箇月以上継続して諸活動への参加ができないと見込

まれる場合には、事前に休団届を団長および育成会長あてに提出するものとする。 

 ２ 前項の休会手続きをとった場合に限り、休団期間中の会費は免除される。 

 

（退会） 

第 20条 止むを得ぬ事情により退会しようとする場合には、団員保護者より学年指導マネージ

ャーに対して説明のうえ、団長および育成会長あてに退団届を提出するものとする。 

 ２ 学年指導マネージャーは指導員会において団員退団理由報告の義務を有する。 

３ 退会を希望する当月末までに団へ申請する。途中退会であっても当月分の会費は返還しな

い。 

第８章 そ の 他 

  



（諸活動への参加） 

第 21 条 本団の運営の主体は保護者であることを認識し、諸活動には極力自主的に参加するも

のとする。 

 ２ 試合での引率や応援、および各種団行事および地域ボランティア活動の準備や運営等に際

しては、保護者はその役割分担に基づき適切な行動をとることとし、第３条の目的に沿う

ように留意するものとする。 

 

（事故等への対応） 

第 22 条 役員、指導者、その他運営を担当する保護者は、団員の安全のために万全の注意を払

うものとする。 

（１）重大な事故等が起きた場合、速やかに救急連絡等の適切な措置を講じなければならない。

（２）その際、引率指導員は必ず保護者ならびに団長にその旨の連絡を行う。 

（３）指導員は病院等施設等に同行し、医師等より状況説明を受ける義務を有する。 

（４）指導員は一時措置後、保護者ならびに団長にその状況を再度報告する。 

 

２ 万が一、発生した事故がスポーツ傷害保険等の及ばない範囲については、団はその責を負

わない。 

 

（厳守事項） 

第 23条  

本団として次の事項を厳守する旨、役員、指導員、保護者、団員すべての関係者に徹底する。  

（１）挨拶・返事をはっきり実行する事。  

（２）活動の際は持ち物を忘れない事。  

（３）団員は必ず指導者指示に従い行動をする事。  

（４）各種活動への団員の欠席は必ず学年指導マネージャーまたは保護者リーダーに所定の方法

により連絡する事。 

（５）個人の用具、チーム備品等をしっかり管理し大事に使用する事。  

（６）体の異常・痛みなどは、速やかに現場指導員に申し出る事。  

（７）本団内の他学年を含む指導員、保護者、団員、他のチームの指導員、保護者、団員、審判

等への批判を言わない事。  

（８）本団の信用を無くすような言動・行動は取らない事。  

（９）常に感謝の心を持ち、リスペクトの精神で行動する事。 

 

 

 

 

 



（罰則） 

第 24条 

第 23条に定める厳守事項およびチーム運営や直接活動時に本団の不利益となる言動・行動があ

った場合は、役員、指導員および保護者、団員いずれの場合に於いても指導員会で２/３以上の

決議後、役員会の承認で除籍及び更迭させる事ができる。 

 

 ２ 前項において罰則を受けた事象については、総会の報告事項とする。 

 

（規約の改廃） 

第 25条  

本規約内容は指導員会で２/３以上の決議後、役員会の決議により変更することがある。 

 

 ２ 前項において本規約を変更した場合、団長は総会への報告義務を有する。 

 

付 則 

  本規約は、２０１４年４月１日より施行する。 

  ２０１６年３月５日 改定 

  ２０１６年５月１４日 改定 

  ２０１８年３月１７日 改定 

  ２０１９年３月６日 改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都長岡京サッカースポーツ少年団 


